
DL431 Mic Splitter
24 Input, 72 Output Active Microphone Splitter with  
Independent Midas Microphone Preamplifiers

V 1.0
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注意
感電の.恐れがありますので、
カバーやその他の部品を取り

外したり、開けたりしないでください。高
品質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標
準ケーブルおよびツイスト ロッキング プ
ラグケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1. 取扱説明書を通してご覧ください。
2. 取扱説明書を大切に保管してくだ
さ い。
3. 警告に従ってください。
4. 指示に従ってください。
5. 本機を水の近くで使用しないでくだ
さ い。
6. お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7. 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8. 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。

9. ニ極式プラグおよびアースタイプ 
( 三 芯) プラグの安全ピンは取り外さない
でください。ニ極式プラグにはピンが二本
ついており、そのうち一本はもう一方よりも
幅が広くなっています。アースタイプの三芯
プラグにはニ本のピンに加えてアース用の
ピンが一本ついています。これらの幅の広
いピン、およびアースピンは、安全のための
ものです。備え付けのプラグが、お使いの
コンセントの形状と異なる場合は、電器技
師に相談してコンセントの交換をして下さ
い。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだり
しないようご注意ください。電源コードや
プラグ、コンセント及び製品との接続には
十分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地（アース）が確保
されていることを確認して下さい。

12.  電源タップや
電源プラグは電
源遮断機として利
用されている場合
には、これが直ぐ
に操作できるよう
手元に設置して下
さ い。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。
14.  カートスタンド、三脚、ブラケット、
テーブルなどは、本機製造元が指定したも
の、もしくは本機の付属品となるもののみ
をお使いください。カートを使用しての運
搬の際は、器具の落下による怪我に十分ご
注意ください。 
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

18.  ブックケースなどのような、閉じたス
ペースには設置しないでください。
19.  本機の上に点火した蝋燭などの裸火
を置かないでください。
20.  電池廃棄の際には、環境へのご配慮
をお願いします。電池は、かならず電池回
収場所に廃棄してください。
21.  本装置は 45°C 以下の温帯気候でご使
用ください。

ここに含まれる記述、写真、意見の全
体または一部に依拠して、いかなる人が
損害を生じさせた場合にも、Music Tribe 
は一切の賠償責任を負いません。技術
仕様、外観およびその他の情報は予告
なく変更になる場合があります。商標
はすべて、それぞれの所有者に帰属し
ます。Midas、Klark Teknik、Lab Gruppen、 
Lake、Tannoy、Turbosound、TC Electronic、 
TC Helicon、Behringer、Bugera、Aston Microphones 
および Coolaudio は Music Tribe Global Brands 
Ltd. の商標または登録商標です。© Music 
Tribe Global Brands Ltd. 2022 無断転用禁止。

適用される保証条件と Music Tribe の限
定保証に関する概要については、オン
ライン上 community.musictribe.com/pages/
support#warranty にて詳細をご確認く
ださい。

安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄
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DL431 はじめに

1 . はじめに
DL431 マイクスプリッターは、24 マイク/ライン入力を提供す
る 6 ユニット (6U) の高さ 19 インチラックユニットです。各入
力は 3 つの別々のプリアンプに給電します。そのうちの 2 つ
には別々のリモートゲインコントロールとローカルゲインコ
ントロールがあり、3 つ目は固定ゲインです。ゲインコントロ
ール付きの 2 つのプリアンプは、デジタルオーディオをネッ
トワークに渡す個別のアナログ-デジタル (A/D) コンバーター
に給電します。4 つのディスクリート AES50 出力は、デュアル
冗長デジタルオーディオをフロントオブハウス (FOH) に供給
し、XL8 システムを監視し、DL461 ルーターを介してレコーダ
ーなどのサードパーティの AES50 デバイスに簡単にルーティ
ングできるようにします。
リアパネルには、ポスト各マイクアンプから供給される 2 つ
のバランスの取れたアナログスプリットが用意されていま
す。3 番目のプリアンプ (固定ゲイン) は、録音または放送ア
プリケーション用にフロントパネルのトランス絶縁スプリッ
トに給電します。
一体型ヘッドフォンアンプを含むフロントパネル制御とロー
カルモニタリングは、DL431 の機能を強化し、デュアル冗長
内部電源により、安心して操作できます。各 XL8 システムに
は 4 つの DL431 が付属しており、96 の入力チャンネルを提供
します。
DL431 マイクスプリッターは、オーディオの専門家に提供す
るために Midas によって考案されましたすべての重要な設備
と機能を提供する機能セットを備えた妥協のない音質を提
供するように設計された高性能オーディオ機器。それは、
現代的で効率的な製造方法と組み合わされた英国の最高
の設計とエンジニアリングを表しており、長年の信頼できる
サービスを提供します。
したがって、最小限の労力で最良の結果を得るには、このオ
ペレーターマニュアルをお読みになり、最後に Midas DL431 マ
イクスプリッターをお楽しみください。

特徴
DL431 マイクスプリッターの構成:

• • 24 マイク/ライン入力。
• • チャネルごとに 3 つの完全に独立したプリアンプ。
• • アナログ分割。
• • すべてのチャネルでの完全なメータリング。
• • すべてのチャンネルでハイパス 30 Hz  

フィルターオプション。
• • すべてのチャネルで 48 V ファントム電圧オプション。
• • ユニットの構成とチャネルの設定を簡単にするための 

LCD 画面付きのコントロールパネル。
• • 二重冗長性のための 2 つの電源装置 (PSU)。
• • サードパーティの AES50 デバイスへの簡単な 

ルーティング。
• • 一体型ヘッドホンアンプ。

このマニュアルについて
DL431 マイクスプリッターの取扱説明書です。これは、開梱、
インストール、接続、プログラミング、セットアップ、および
操作の手順を提供することにより、DL431 マイクスプリッター
をできるだけ早くインストールして操作できるようにするこ
とを目的としています。DL431 マイクスプリッターに慣れるた
めに、フロントパネルとリアパネルの説明があります。
DL431 マイクスプリッターは XL8 ライブパフォーマンスシス
テムの不可欠な部分を形成します。このマニュアルの付録
には、XL8 ライブパフォーマンスシステムの概要とシステム
相互接続の詳細が含まれています。ただし、XL8 ライブパ
フォーマンスシステムの詳細については、完全で包括的な
ガイドが記載されているオーナーズマニュアル (部品番号 
DOC02-XL8) を参照してください。

対象読者
このマニュアルは、ライブパフォーマンス環境でこの機器を
使用するフロントオブハウス (FOH) やモニター (MON) のエン
ジニアなどの専門家を対象としています。読者は、プロのオ
ーディオ機器を使用した経験があり、おそらくこのシステム
のトレーニングを受けていると想定されています。
ただし、このタイプの機器の使用経験が限られている場合
は、この機器を使用する前に、XL8 Live Performance System のユ
ーザードキュメントの関連セクションを読むと役立つ場合
があります。これにより、貴重な背景情報が提供 
されます。

パッケージの内容/開梱
このユニットを輸送または出荷する必要がある場合に使用
するために、元のパッキングを保持してください。
開梱後、輸送中に損傷の兆候がないかユニットを注意深く
検査し、損傷が発生したと感じた場合は直ちに宅配業者に
通知してください。
DL431 マイクスプリッターパッケージには、次のアイテムが含
まれています。
• • 1 回限りの DL431 マイクスプリッター安全シート (部品番

号 DOC04-DL431)。
• • 1 回限りの保証カード (部品番号 DOC04-WARRANTY)。
• • 2 オフメインリード (部品番号 PWR21-MAINSLEADV)。
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DL431 フロントパネル
2 . フロントパネル
フロントパネルは次のもので構成されています:

1
3 4

567

8

9

10

2

(1) コントロールパネル (4 ページの「コントロールパネル」を参照)。
(2) AES50 オーディオ パネルモニター (5 ページの「AES50 オーディオパネル」を参照)。
(3) アナログ出力メータリング セクション (6 ページの「アナログ出力メータリングセクション」を参照)。
(4) 分離された C 出力 セクション (6 ページの「分離された C 出力セクション」を参照)。
(5) ラックマウント固定用の 8 つのカットアウト。
(6) ファン冷却用の吸気口。邪魔しないでください。
(7) 電源装置の監視パネル psu 1 および psu 2 (5 ページの「psu1 および psu 2 パネル」を参照)。
(8) チャネルモニター パネル (5 ページの「チャンネルモニターパネル」を参照)。
(9) イーサネット制御 パネル (4 ページの「イーサネットコントロールパネル」を参照)。
(10) マイクアンプセレクト パネル (4 ページの「マイクアンプ選択パネル」を参照)。

コントロールパネル
コントロールパネルには、入力チャネルを制御するために下にある 3 つのコントロール (2 つのボタンとコントロールノブ) 
で使用される LCD 画面があります。プログラミングモードでは、LCD 画面にメニューが表示されます。メニューは、左側の 4 
つのプログラミングボタンを使用してナビゲートおよび選択されます。
コントロールパネルのコントロールはバックライト付きで点灯し、オンまたは押されたときに表示されます。

(1) 64 文字 (4 x 16) で構成される LCD 画面。デフォルトの
画面 (通常は上に表示) は、通常の操作中に表示され
ます。

(2) ゲインステップ コントロールノブ、-2 .5 dB から + 45 dB 
の範囲内での連続ゲイン調整用。

(3) 30 Hz スイッチ、30 Hz アナログハイパスフィルター 
(HPF) のオン/オフを切り替えます。

(4) 48 V 48 V ファントム電圧のオン/オフを切り替えるため
のスイッチ。

(5) プログラミングボタン (13 ページの「メニューナビゲ
ーション」を参照)。 
 
 
 

マイクアンプ選択パネル
マイクアンプ選択パネルには、マイクアンプ A またはマイクアンプ B を選択する
ための 2 つのボタン A と B があります。両方のボタンには、マイクアンプが選択
されていることを示すために点灯する青いバックライトがあります。 

イーサネットコントロールパネル
イーサネットコントロールパネルには、ネットワーク通信ステータスを示す 2 つの緑色の LED X と Y があります。ここで、

• • 点滅 - アクティブマスター。
• • 照らされた - 接続されています。
• • 消火 - 接続されていません。

AES50 オーディオパネル
AES50 パネルでは、A マイクアンプセクションと B マイクアンプセクションの両方にある各 X チャネル
と Y チャネルに緑色の ok LED と赤色のエラー LED があり、これらのチャネルへの通信に問題がない
場合、またはエラーがある場合にそれぞれ点灯します。 

psu 1 および psu 2 パネル
これらのパネルは、各ネットワークの DL431 マイクスプリッターの内部電源電圧
を監視します。黄色の LED が点灯して、それぞれの電圧レールがアクティブであ
ることを示します。電圧は + 18 V, -18 V, + 5 V, + 3 .3 V, + 48 V です。

2

34

1

5
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DL431 フロントパネル
チャンネルモニターパネル
チャンネルモニターパネルでは、ヘッドホンを接続して、選択した入力チャンネルのオーディオを聞くことができます。

(1) メス XLR ライン出力ソケット。このモニタ
ーライン出力は、適用された入力信号に
対してユニティゲインで動作し、公称動作
レベルは 0 dBu です。(ヘッドフォンジャッ
クとは異なり、この出力には独立したレベ
ルコントロールがありません。)

(2) 電話 ヘッドホン一式を接続するためのソ
ケット。

(3) レベル ヘッドホンを∞ (無限大) から  
+ 10 dB の範囲で調整するためのコントロ
ールノブ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アナログ出力メータリングセクション
アナログ出力メータリングセクションには 24 のパネルがあり、それぞれが特定のアナログ出力チャネルを監視します。

(1) 選択するチャネルを選択するためのスイッチ。チャンネルが選択されていることを示すため
に緑色に点灯します。

(2) 30 Hz フィルター オン/オフ LED インジケーター; 緑色に点灯して、そのチャネルでオンになっ
ていることを示します。

(3) 48 V ファントム電圧オン/オフ LED インジケーター; 赤く点灯して、そのチャネルでオンになっ
ていることを示します。

(4) 7 セグメント LED メーターは、-18 dB から + 24 dB の範囲の出力レベルを 6 dB ステップで表示し
ます。

絶縁 C 出力セクション
このセクションには、通常ブロードキャストフィードに使用されるメス XLR コネクタを接続するため
の 24 個の絶縁された出力ソケットが含まれています。

1 2 3

Headphones

12

3

4

x24
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DL431 リアパネル
3 . リアパネル
リアパネルは次のもので構成されています。
• • 24 出力 (A および B) XLR コネクター (メス) の 2 つのバンク。
• • 入力 XLR コネクターのバンク (オス)。
• • メイン IEC ソケットとオン/オフスイッチの 2 セット (二重冗長性用)。
• • 2 つの USB コネクタ (ホストとスレーブ)。
• • EtherCon® XLR コネクターの 3 つのペア:

• • 「トンネルイーサネット」用の 1 対のコネクタ。
• • ルータとの間のオーディオおよび制御データ用の 2 対のコネクタ (AES50 A および B)。

Mains on/off 
switches

リアパネルの接続
(1) 出力 B セクションには、XLR メスコネクタを接続するための 24 個の

ソケット (6 x 4) が含まれています。各行には、右から左に昇順で番
号が付けられています。行は上から下に昇順です。

(2) 出力 A セクションには、XLR メスコネクタを接続するための 24 個の
ソケット (6 x 4) が含まれています。各行には、右から左に昇順で番
号が付けられています。行は上から下に昇順です。

(3) 入力セクションには、XLR メスコネクタを接続するための 24 個のソ
ケット (6 x 4) が含まれています。各行には、右から左に昇順で番号
が付けられています。行は上から下に昇順です。

(4) Y および X AES50 オーディオ - ルーターとの間でオーディオおよび制
御データをやり取りするための A および B EtherCon® XLR。LED の説明
については、9 ページの 『LED 標識』を参照してください。

(5) Y および X イーサネットは、「トンネリング」イーサネットの接続用に 
EtherCon® XLR を制御します。LED の説明については、9 ページの 『LED 
標識』を参照してください。

(6) USB スレーブ ラップトップ PC を接続するための (タイプ B) およびホ
スト (タイプ A) ソケット。

(7) オン/オフスイッチ付きの 2 つのメイン IEC ソケット。両方ともメイン
に接続されていますが、一方はデュアル冗長スペアであり、もう一
方に障害が発生した場合に自動的に切り替えることができます。

Laptop PC

1 2 3

4 5 4

outputs - B
(1 - 24)

outputs - A
(1 - 24)

inputs
(1 - 24)

Mains IEC 
connector

67

LED インジケーター
(1) 緑色のチェック LED が点灯して、コ

ンソールでチャンネルが選択された
ことを示します。

(2) 赤い 48 V LED が点灯して、48 V ファン
トム電圧がオンになっていることを
示します。

(3) X および Y AES50 オーディオの両方
の緑と赤の LED - A および B ソケット
は、次のことを示します:

• • 脈動する緑と赤が消える = 有効
なオーディオと有効な Aux デー
タ。アクティブなリンク。

• • 常に緑色に点灯し、赤色が消え
ている = 有効な音声と有効な補
助データ。スタンバイリンク。

• • 緑が消え、赤が点灯 = 音声な
し。リンクに失敗しました。

(4) イーサネットコントロールの X ソケットと Y ソケットの両方にある緑色の LED は、ユニットの前面にあるイーサネットコン
トロールパネルの LED と同じ機能を果たします (4 ページの「イーサネットコントロールパネル」を参照)。

1

2

4433

33
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4 . はじめに
このセクションでは、DL431 マイクスプリッターを接続、スイッチオン、セットアップ、および構成する方法について説明しま
す。操作手順については、第 6 章「操作」を参照してください。

接続する
次のように DL431 マイクスプリッターを接続します。
• • 入力 - 入力をユニットの背面に接続します。
• • 出力 - A 出力と B 出力をユニットの背面に接続します。
• • AES50 - ルーターからのイーサネットケーブルを AES50 オーディオに接続します - A および AES50 オーディオ - ユニットの

背面にある B X および Y ソケット。
• • イーサネット - イーサネット制御ケーブルをユニットの背面に接続します。
• • USB - 必要に応じて、ラップトップ/ PC をユニットの背面に接続します。
• • 絶縁された C 出力 - 絶縁された C 出力をユニットの前面に接続します。
• • 主電源 - 2 本の主電源ケーブルの IEC コネクタをユニットの背面に挿入し、両方を主電源コンセントに差し込みます。

オン/オフの切り替え
あぶない！ 
ユニットのオン/オフを切り替えるときは、2 つのメインのオン/オフスイッチを次々に押します。それらを同時に
押さないでください。 

DL431 マイクスプリッターを接続すると、電源を入れる準備が整います。これを行うには、ユニットの背面にある両方のメイ
ンオン/オフスイッチを次々にオンにします。ユニットの前面で、パネル psu 1 および psu 2 の LED がすべて点灯していることを
確認します。5 ページの「psu 1 および psu2 パネル」を参照してください。

DL431 マイクスプリッターをオフにするには、ユニットの背面にある 2 つのメインオン/オフスイッチを次々にオフにします。

セットアップ
DL431 マイクスプリッターの初期設定には、XL8 ネットワークシステム環境内での ID の割り当てが含まれます (17 ページの「ユ
ニットの ID を設定するには」を参照)。

構成
設定の詳細については、第 5 章「プログラミングモード」を参照してください。

DL431 はじめに DL431 プログラミングモード
5 . プログラミングモード
この章では、DL431 マイクスプリッターのプログラミングモードについて説明します。
プログラミングモードでは、コントロールパネルの 4 つのプログラミングボタンを使用して、多数のメニュー (16 ページの「
メニュー」を参照) からオプションをナビゲートおよび選択します。これにより、ユニットをセットアップして情報を表示でき
ます。

メニューナビゲーション
コントロールパネルの 4 つのプログラミングボタンには、次の機能があります。

メニューレベルを上に移動します。現在のメニューレベルに応じて、プログラミングモードを終了します。 

メニューレベルに応じて、メニューレベルを下に移動するか、現在のオプションを選択します。メニュー「5 AES50 ステ
ータス」で、AES50 ステータス設定をクリアします。
メニュー/オプションの現在のレベルをスクロールします。 

上矢印ボタンとは反対の方向に、メニュー/オプションの現在のレベルをスクロールします。 

メニューフローチャート (14 ページの「メニューフローチャート (メニュー 1 〜 5)」および 16 ページの「メニューフローチャート 
(メニュー 6 および 7)」を参照) は、すべてのメニューとそのオプションの概要を示し、ナビゲートする方法を示します。それら
の周りのあなたの方法。メニューをナビゲートするときは、次の点に注意してください。メニューは左側に表示され、各メニ
ューの後続の各下位レベルは右側にあります。アスタリスク * (右下隅) は、オプションが現在選択されているものではない
ことを意味します。および点滅オプション (左端の文字) が現在選択されています。
>> プログラミングモードを開始/終了するには
メニュー表示画面からプログラミングモードに入るには、MENU ボタンを押して約 2 秒間押し続けます。デフォルトの表示は
「メニューの選択:」表示に変わります (14 ページの表示 A を参照)。
プログラミングモードを終了するには、デフォルト画面に到達するまで MENU を繰り返し押します。DL431 マイクスプリッタ
ーは約後に自動的にプログラミングモードを終了します 20 秒間非アクティブ、つまり、その時間内にプログラミングボタン
が押されなかった場合。
>> メニューを選択するには
「メニューの選択:」画面で、上下の矢印ボタンを使用して目的のメニューまでスクロールします。その番号が点滅して、現
在選択されていることを示します。次に、SELECT を押します。
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DL431 プログラミングモード
メニューフローチャート (メニュー 1 〜 5)Menu flowchart (menus 1 to 5)

To clear

Select from AES50 
Status 1 to 6 for A 

and B
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メニューフローチャート (メニュー 6 と 7)

Menu 6

A
Go to A on 
page 14

C

Menu 7

メニュー
プログラミングモードには次のメニューがあります。
• • 1 MicSplit ID – DL431 Mic Splitter のネットワークユニット ID を設定します (以下の「1 MicSplit ID メニュー」を参照)。
• • 2 AES50 同期 – AES50 の同期方法を選択します (17 ページの「2 AES50 同期メニュー」を参照)。
• • 3 ローカルモード – モードタイプの設定用 (18 ページの「3 ローカルモードメニュー」を参照)。
• • 4 48 V 制御 — 48 V ファントム電圧源を選択するため (19 ページの「448 V 制御」を参照)。
• • 5 AES50 ステータス – AES50 値を表示/クリアするため (19 ページの「5 AES50 ステータスメニュー」を参照)。
• • 6 S/W バージョン – ユニットが現在実行しているホストソフトウェアと CBMA のバージョンを表示します。
• • 7 すべてリセット – すべての設定をデフォルトにリセットします (20 ページの「7 [すべてリセット] メニュー」を参照)。

DL431 プログラミングモード
1 . MicSplit ID メニュー
このメニューでは、DL431 マイクスプリッターのネットワーク ID を設定できます。利用可能な ID 番号は 8 つあります。
>> ユニットの ID を設定するには
1 . プログラミングモードで、メニュー 1 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上/下矢印ボタンを使用して、必要な ID 番号 (マイクスプリッター ID 2 など) を
選択します。

3 . SELECT を押します。

4 . プログラミングモードを終了するには、MENU を押します。デフォルトのディス
プレイには、新しく構成された ID が表示されます。

2 . AES50 同期メニュー
このメニューでは、DL431 マイクスプリッターの AES50 同期用のクロックソースを設定でき、次のオプションがあります。
• • ケーブル同期 A – FOH コンソールのクロックを AES50 マスターとして使用する場合。
• • ケーブル同期 B – MON コンソールのクロックを AES50 マスターとして使用する場合。
• • 内部同期 – スタンドアロン操作およびテスト目的。

>> ユニットの AES50 同期を設定するには
1 . プログラミングモードで、メニュー 2 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上/下矢印ボタンを使用して、ユニットの AES50 同期のソース (内部同期など) 
を選択します。

3 . SELECT を押します。
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DL431 プログラミングモード
3 . ローカルモードメニュー
このメニューには、ローカル/コンソール操作用に DL431 マイクスプリッターを設定するための次のオプションがあります。
• • 地元 – ユニットのコントロールパネルからゲインと機能を変更できます (4 ページの「コントロールパネル」を参照)。A と 

B の両方のマイクアンプはローカルで操作できます。
• • コンソール – コントロールパネルのゲインとプッシュボタンをロックアウトし、接続されたコンソールからの変更のみを

許可します。接続したコンソールから操作できるのはマイクアンプ A のみです。

>> ローカルまたはコンソール操作用にユニットをセットアップするには
1 . プログラミングモードで、メニュー 3 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上/下矢印ボタンを押して、マイクアンプ (A または B)、たとえばマイクアンプ A 
を選択します。左側の数字が点滅して、現在選択されているマイクアンプを示
します。

3 . 上/下矢印ボタンを押して、ローカルなどの必要なオプションを選択します。

4 . SELECT を押します。
選択を変更しなかった場合、右に表示されている表示が見落とされます。

4 . 48 V 制御
このメニューでは、48 V ファントム電圧源を設定できます。
>> ユニットの 48 V ファントム電圧源を選択するには
1 . プログラミングモードで、メニュー 4 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上/下矢印ボタンを押して、48 V ファントム電圧のソース (マイクアンプ B など) 
を選択します。

3 . SELECT を押します。

5 . AES50 ステータスメニュー
このメニューでは、DL431 マイクスプリッターの AES50 ステータスを表示/クリアできます。
>> AES50 ステータスを表示/クリアするには
1 . プログラミングモードで、メニュー 5 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上/下矢印ボタンを押して、「AES50 B ステータス 5」などの AES50 ディスプレイを
選択します。

3 . 次のいずれかを実行します:

• • 値をクリアするには、SELECT を押します。
注意: ディスプレイの 2 行目に「Hold Sel to clr」というメッセージが表示され
た場合にのみ、AES50 Regs の X 値と Y 値をクリアできます。このメッセージ
は通常、ステータス 3 および 4 のディスプレイには表示されません。

• • 値をクリアしたくない場合は、MENU を押してください。
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DL431 プログラミングモード
6 . すべてのメニューをリセット
このメニューでは、DL431 マイクスプリッターのすべての設定をデフォルトに設定できます。たとえば、ID 番号を 1 に設定
し、A から 48 V 制御、すべてのゲインを 0 dB に設定します。
重要: 
このメニューは注意して使用してください。続行する前に、本当にすべての設定をデフォルトにリセットする必要があるこ
とを確認してください。

>> すべての設定をデフォルトにリセットするには
1 . プログラミングモードで、メニュー 7 を選択します (13 ページの「メニューを選

択するには」を参照)。

2 . 上矢印ボタンを押します。(下矢印を押すと、「いいえ」オプションが表示され
ます。)

3 . 次のいずれかを実行します:

• • すべての設定をデフォルトにリセットするには、SELECT を押します。

• • 値をクリアしたくない場合は、MENU を押してください。

DL431 操作
6 . 操作
この章では、DL431 マイクスプリッターの操作方法について
説明します。

デフォルトの表示
デフォルトの表示は、ユニットの電源を入れて電源を入れ
た後に表示されます。次の図は、一般的なデフォルトの表
示を示しています。テキストの最初の行には、会社名、ユニ
ットのモデル、およびユーザーが構成した ID 番号が表示さ
れます。

1
2

3

45

(1) テキストの 2 行目には、ユニット名の後に
(2) ユーザーが設定した ID 番号 (18 ページの「ユニットの ID 

を設定するには」を参照)。
(3) 選択したチャンネルの現在のゲイン値 (26 ページの「ゲイ

ンを調整するには」を参照)。
(4) 現在選択されているチャンネルの番号 (24 ページの「チ

ャンネルを選択するには」を参照)。
(5) マイクアンプのソース識別子 (24 ページの「マイクアンプ

を選択するには」を参照)。

チャネルの調整
次の手順は、DL431 マイクスプリッターのチャンネルを調整
する方法を示しており、次のように推奨される操作順序に
なっています。
• • マイクアンプ (A または B) を選択します。
• • チャネルを選択します。
• • 48 V ファントム電圧のオン/オフを切り替えます。
• • 30 Hz フィルターのオン/オフを切り替えます。
• • ゲインを調整します。

>> マイクアンプを選択するには
マイクアンプ選択パネル (4 ページの「マイクアンプ選択パ
ネル」を参照) で、A または B を押して目的のマイクアンプを
選択します。ボタンが点灯し、選択を示します。

>> チャンネルを選択するには
アナログ出力メータリングセクション (6 ページの「アナログ
出力メータリングセクション」を参照) で、SELECT ボタンを押
して目的のチャンネルを選択します。ボタンが点灯し、選択
を示します。
>> 48 V ファントム電圧をオンにするには
LCD 画面に表示されているように、チャネルを選択した状態
で、コントロールパネルの 48 V を押して、48 V ファントム電圧
のオン/オフを切り替えます。48 V ファントム電圧がオンにな
ると、アナログ出力メータリングセクションのチャネルパネ
ルにある赤い 48 V LED (6 ページの「アナログ出力メータリン
グセクション」を参照) が点灯します。
>> 30 Hz フィルターをオンにするには
LCD 画面に表示されているように、チャネルを選択した状態
で、コントロールパネルの 30 Hz を押して、30 Hz フィルターの
オン/オフを切り替えます。アナログ出力メータリングセク
ション (6 ページの「アナログ出力メータリングセクション」
を参照) のチャネルのパネルにある緑色の 30 Hz LED は、30 Hz 
フィルタがオンのときに点灯します。
>> ゲインを調整するには
LCD 画面に表示されているように、チャンネルを選択した状
態で、コントロールパネルのゲインステップコントロールノ
ブを調整して、目的のゲインを実現します。現在の値が LCD 
画面に表示されます。

チャネルの監視
ヘッドフォンでチャンネルを聞くことができます。これを行
うには、ヘッドホンをチャンネルモニターパネルの電話ソケ
ットに差し込みます (5 ページの「チャンネルモニターパネ
ル」を参照)。レベルコントロールノブを使用して、信号レベ
ルを適切に調整します。
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付録 A: アプリケーションノート
30 Hz フィルターを使用
DL431 マイクスプリッターの 30 Hz フィルターは、アナログハイパスフィルター (HPF) です。これは、30 Hz のコーナー周波数と 1 
オクターブあたり 12 dB のバターワースロールオフを備えた非常に低い周波数の信号フィルターです。このフィルターは、マイ
クアンプに続く回路に切り替えることができ、非常に低い周波数のオーディオコンテンツを削除することで、アナログ-デジ
タル (A/D) 変換のヘッドルームをより有効に活用できます。
ハイパスフィルターは、従来約 30 Hz であった不要な亜音速周波数を除去するために使用されます。このフィルターの一般
的な使用法は、ランブルを減らすことです。

付録 B: 機能ブロック図
以下は、DL431 マイクスプリッターのシグナルフロー図です。
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付録 D: サービス情報
この付録では、ユニットのサービス情報を提供します。
この付録の手順について疑問がある場合、または質問がある場合は、Midas テクニカルサポートにお問い合わせください。
連絡先の詳細は、このマニュアルの冒頭に記載されています。

定期メンテナンス
ユニットを正常に動作させ、最適なパフォーマンスが得られるようにするには、次の手順を実行することをお勧めします。

毎月
• • 詳細については、ユニットを清掃してください。「「クリーニング」 未満。
• • 操作の自由度については、プッシュボタンなどのすべてのコントロールを確認してください。
• • LED などのすべてのコントロールとインジケーターの機能を確認します。
• • 機器の機能を確認してください。

毎年
• • 内部ファンを清掃します。を参照してください。「内部ファンのクリーニング」 未満。

クリーニング
ユニットの電源を切り、主電源から電気的に絶縁します 前クリーニング。
乾いた、糸くずの出ない布を使用してユニットを清掃します。ドン’過酷な研磨剤または溶剤を使用してください。ユニット
を掃除するときは、コントロールや LCD 画面を傷つけないように十分注意してください。

LCD 画面のクリーニング
LCD 用スクリーンクリーナーなどのエタノール性液体を使用するか、専用に設計されたスクリーンワイプを使用して、LCD ス
クリーンの表面を柔らかく糸くずの出ない布で慎重に拭きます。液晶画面を掃除するときは、次の点に注意してください。
• • ドン’ペーパータオルなどの刺激の強い研磨剤を使用してください。
• • ドン’t画面に直接液体を塗布します。
• • ドン ’t アンモニアベースのクリーナー、およびアセトンなどの溶剤を使用します。

内部ファンのクリーニング
ユニットの内部ファンは、ほこりや汚れなどの蓄積を取り除くために定期的に清掃する必要があります。ユニットが通常の
状態で動作している場合は、少なくとも年に 1 回は清掃することをお勧めします。ただし、スモークマシンや新しいカーペ
ットなどの近くでユニットを操作する場合など、操作条件がより悪いまたは極端な場合は、この頻度を増やす必要があり
ます。それに応じて。
この手順は、完全な資格を持つサービスエンジニアが実行する必要があります。

付録 C: 技術仕様
この付録には、DL431 マイクスプリッターに固有の技術仕様が含まれています。XL8 ライブパフォーマンスシステムの完全な
技術仕様については、オーナーズマニュアル (部品番号 DOC02-XL8) を参照してください。
継続的な改善の方針により、Midas は予告なしにいつでも機能または仕様を変更する権利を留保します。

一般仕様
寸法 6U x 410 mm の深さ
正味重量 21 .5 kg
電力要件 100 V 〜 240 V, 50 〜 60 Hz
動作温度範囲 +5°C 〜 +40°C
保管温度範囲 -20°C 〜 +60°C

入力と出力
アナログ入力

コネクタ 3 ピン XLR バランス
ファンタム電源 XL8 コントロールセンターからのローカルス

イッチとリモートコントロールを備えた 48 
ボルト

ゲインコントロール A ローカルおよびリモートコントロールで 
-2 .5 dB ステップで 2 .5 dB から + 45 dB のアナロ
グゲイン。さらに、さらに ± 20 dB の高解像度
補間 DSP トリム

ゲインコントロール B 上記と同じ独立した 2 番目のチャネル
フィルター A ローカル敗北スイッチと XL8 コントロールセ

ンターからのリモートコントロールを備え
た 30 Hz ハイパス

フィルター B 上記と同じ独立した 2 番目のチャネル
メーター (24-オフ) 7 セグメント、-18 dBu から + 24 dBu 
メーター A/B メーターは、A または B プリアンプを監視す

るように切り替えることができます
A/D コンバータ A 24 ビット、96 k、128 倍のサンプリング
A/D コンバータ B 上記と同じ独立した 2 番目のチャネル

アナログ出力
コネクタ A 3 ピン XLR バランス
コネクタ B 上記と同じ独立した 2 番目のチャネル
コネクタ C フロントマウント 3 ピン XLR の独立した 3 番

目のチャンネル、バランス型、トランス絶縁
型 (-6 dB の固定ゲイン)

ヘッドホンコネクタ 1/4" ジャック
オーディオモニター 3 ピン XLR バランス

デジタル (システム) 出力
システムコネクタ A Ethercon XLR の AES50 (24 チャンネルのデジタ

ルオーディオ)
システムコネクタ B 上記と同じ独立した 2 番目のチャネル
コネクタ A が重複しています Ethercon XLR 上の AES50 (24 チャンネルのデジ

タルオーディオ) は、A チャンネルのデュアル
冗長バックアップを提供します

コネクタ B が重複しています Ethercon XLR 上の AES50 (24 チャンネルのデジ
タルオーディオ) は、B チャンネルのデュアル
冗長バックアップを提供します
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付録 E: XL8 ライブパフォーマンスシステム
XL8 ライブパフォーマンスシステムは、非常に強力で柔軟な
オーディオ処理システムであり、ライブサウンド環境でのオ
ーディオミキシングおよび信号配信アプリケーションに完
全なソリューションを提供します。
標準の XL8 システムは、96 チャンネル入力、51 出力、51 バス 
(32 AUX/グループ、16 マトリックス、3 マスター)、16 オンボード
エフェクトプロセッサー、PEQ (入力に 4 バンド、出力に 6 バン
ド) を提供します。48 個の割り当て可能な GEQ (すべてのステ
レオエフェクトユニットが使用されている場合)、16 個の構
成可能なステレオエフェクト (8 つのオプションから)、サラウ
ンドパンニング (5 .1、LCRS、およびクワッド)、および包括的で
使いやすいルーティング。XL8 オートメーションは、スナップ
ショットの保存/呼び出し機能、グローバルな編集、プリセ
ット、ショーファイルのアーカイブを備えた最大 1,000 のシー
ンを提供します。
XL8 コントロールセンターは、XL8 ライブパフォーマンスシ
ステムのコアを形成します。XL8 ライブパフォーマンスシス
テムには、ネットワーク化されたデータシステムによって相
互接続された多数の 19 インチラックモジュールも含まれて
います。このネットワークは、独自の制御データとオープン
アーキテクチャの AES50 デジタルオーディオの両方を伝送
し、すぐに利用できる標準のケーブルとコネクタを使用しま
す。XL8 は、実績のある安定した Linux オペレーティングシス
テムを使用しています。サードパーティのハードウェアとソ
フトウェア (およびプラグイン) は、システムに簡単に統合で
きます。
XL8 コントロールセンターには、4 つのマイクスプリッター、5 
つの I/O ユニット、10 の DSP ユニット、2 つのルーター、およ
び Klark Teknik DN9331 Rapide が含まれており、これらを合わせ
て標準の XL8 ライブパフォーマンスシステム構成を形成し
ます。
XL8 ライブパフォーマンスシステムは、ハードウェアまたはソ
フトウェアの単一障害に耐性があります。これを実現するた
めに、システムは二重冗長性を採用しています。この場合、
主要コンポーネントには、障害が発生した場合に引き継ぐ
準備ができている同一の冗長スペアがあります。その他の
障害シナリオは、冗長コンポーネントがシステムの許容可能
な部分を形成する N + 1 原則によって管理されます。たとえ
ば、ラック内の DSP ユニットの 1 つが冗長スペアです。

特徴
XL8 は単なるコンソールではなく、ライブパフォーマンスシス
テムであることを忘れないでください。

コンサートサウンド
完全な 96 入力と 51 出力を提供する標準 XL8 システムは、次
のもので構成されます。
• • 1 回限りの XL8-5BCC (フライトケース付きの 5 ベイコントロ

ールセンター)。
• • 4 オフ XL8 ステージボックス (DL431)。
• • 5 オフ XL8 I/O ボックス (DL451)。
• • 10 オフ XL8 DSP ユニット (DL471)。
• • 2 オフ XL8 ルーターユニット (DL461)。
• • すべての相互接続ケーブル (Cat 5e および Cat 6)。

インストール
XL8 は柔軟性があり、システムはインストールのニーズに合
わせてカスタマイズできます。

構成
• • すべての出力には、6 バンドパラメトリック EQ と 5 モード

コンプレッサースタイルがあります。
• • 最大 16 台のステレオ FX ユニット。
• • 最大 48 の割り当て可能な GEQ (16 のステレオ FX ユニット

すべてが使用されている場合は 16)。
• • Rapide からの制御。

ショーファイル
• • ショーアーカイブ用の USB コネクタ。
• • ショーファイルは、上位互換性と下位互換性の両方があ

ります。

オーディオ品質
• • 入力 FOH、モニター、ブロードキャストごとに 3 つのマイク

プリアンプ。
• • Midas EQ (音質と「感触」)。

• • 4 つのフィルター。
• • ミダスダイナミクス。

• • 4 つのスタイル (出力に 5 つ)。
• • Midas 品質の入力と出力。
• • Midas および Klark Teknik FX 処理。

ユーザーインターフェイス - スピードと感触
• • VCA グループ。

• • コンソールがあなたにやってくる！
• • POP グループ。

• • コンソールがあなたにやってくる！
• • 筋肉の記憶。

• • チャネルストリップの E ゾーン。
• • チャネルストリップの D ゾーン。
• • ページコントロールは機能を変更しません。

• • ファストゾーン。
• • 電子カラーコーディング。
• • 専用の電動出力フェーダー。
• • Klark Teknik Rapide .

ユーザーインターフェイス - ステータスの可視性
• • 日光に見える画面。
• • メータリング。

• • 63 個の個別の 20 セグメント LED メーター。
• • ダイナミクスと直接出力の離散計測。
• • 「常にすべてのメーター」。

• • 「ST」割り当てスイッチ。

• • キーデータの 8 チャンネルと、入力画面ごとの 1 チャン
ネルストリップ。

デュアルオペレーター - フェスティバルの状況に最適
• • 複数の入力領域を備えたモジュラーコントロールセンタ

ー。
• • エリア A とエリア B の割り当て。
• • ディスクリートデュアルソロシステム。

自動化 - ブロードウェイのサウンドデザイナーやエンジニ
アと共同で開発
• • クロスシーングローバル編集機能。
• • 以前のバージョンとそれ以降のバージョンのファームウ

ェアのショーファイル。

システム設計とネットワーク - 画期的な
• • ローカル制御とモニタリングを備えた統合アナログマイ

クスプリット。
• • 統合されたオープンアーキテクチャ AES50 デジタルオー

ディオ配信。
• • 冗長性のために完全に複製されたネットワーク。
• • ハードウェア要素 (銅線) 間の最大 100 メートルの二重冗

長接続。光ファイバを使用して最大 500 メートル。
• • 自動一体型遅延管理システム - オーディオ出力時間と位

相コヒーレント。
• • 柔軟で拡張可能なハードウェアシステム。
• • サードパーティ用のイーサネット TCP-IP および USB トンネ

リング。
• • コントロールセンターのスイッチをオンにする KVM (キー

ボード、ビデオ、およびマウス)。

信頼性
• • ハードウェアまたはソフトウェアの単一の障害に対する

障害耐性。
• • 実績のある安定した Linux オペレーティングシステム。
• • 複製されたマスターコントローラー。
• • コントロールセンターには、5 つの複数冗長電源装置が

あります。
• • ステージボックスには、一体型のデュアル電源 

があります。

サービスとサポート
• • 24 時間年中無休のグローバル電話サポート。
• • 米国、英国、シンガポールのサービス/ 

サポートセンター。

システムコンポーネント (標準供給)
標準の XL8 ライブパフォーマンスシステムは、次の機器で構
成されています。
• • XL8 コントロールセンター (1-オフ): 5 つの個別の独立し

たベイで構成され、それぞれに独自の電源、サーフェス
モジュール、サーフェスプロセッサ、GUI プロセッサ、およ

び GUI 画面があります。標準の 5 ベイコントロールセンタ
ーには、入力 (3 オフ)、混合 (1 オフ)、出力 (1 オフ) の 3 つ
のベイタイプがあります。

• • DL431 マイクスプリッター (4 オフ): 24 マイク/ライン入力
を提供する 6U 19 インチラックユニット。

• • DL451 モジュラー I/O (5 オフ): 最大 24 のオーディオ入力
と 24 のオーディオ出力を提供する 3U 19 インチラックユ
ニット。

• • DL471 DSP (10 オフ): モジュラー DSP エンジンの一部を形
成する 1U 19 インチラックユニット。

• • DL461 ルーター (2 オフ): 銅ケーブルまたは光ファイバー
リンクである単一の「スネーク」を介して、ステージ上の 
Cat 5e 相互接続性とステージから FOH へのリンクを提供
する 3U 19 インチラックユニット。

• • Klark Teknik DN9331 Rapide (1-off): XL8 のオンボードグラフ
ィック EQ 用の電動フェーダーリモコンである 6U 19 イン
チラックユニット。

• • ヘビやメインケーブルなど。
完全なオーディオシステムを提供するために必要な他の機
器は、マイク、アンプ、スピーカーだけです。
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システムの相互接続
図 1 は、基本的なシステムの相互接続性を示し、XL8 コントロールセンター (赤で強調表示) がシステム内のどこにあるか
を示しています。この図は、システムの 2 つの半分 (左と右) が同一であることを示すことによって冗長性も示しています 
(DN9331 Rapide を無視)。
XL8 ライブパフォーマンスシステムのコアを形成する XL8 コントロールセンターは、ローカル I/O ユニット、DN9331 Rapide、およ
びルーターに直接接続されています (「スネーク」を介して)。各ルーターはハブとして機能し、システムの両方の半分に共通
のマイクスプリッター I/O ユニットと DSP に接続されます。このネットワークは、独自の制御データとオープンアーキテクチャ
の AES50 デジタルオーディオの両方を伝送し、すぐに利用できる標準の Cat 5e、Cat 6/光ファイバーケーブルおよびコネクタを
使用します。

Cat 5e cabling

Cat6/optical  
‘snake’

Local I/O units

DSP units

Mic splitters

I/O units
RouterRouter

XL8 Control 
Centre

DN9331 RAPIDE

Clock sync

図 1: 標準の XL8 ライブパフォーマンスシステムの基本的な相互接続性

FOH と MON
XL8 ライブパフォーマンスシステムは、フロントオブハウス (FOH) またはステージモニター (MON) システムとして使用できま
す。また、4 つのマイクスプリッターを共有することにより、36 ページの図 2 に示すように、これら 2 つのタイプのシステムを
タンデムで使用できます。
43 ページの図 4 は、一般的な XL8 ライブパフォーマンスシステムの FOH と MON のセットアップにおける各ユニット間の相互
接続をより詳細に示しています。特に、FOH セクションと MON セクションがどのように接続されているかを示しています。マ
イクスプリッターがそれらの間で共有されていることに注意してください。

Multiple MidasNET links

XL8 Control Centre

Routers

FOH

FOH (on stage)

Stage

Monitor
Mic splitters (shared)

Local I/O units

XL8 Control CentreDSP units

I/O units (outs)

Key

24-channel bi-directional 
MidasNET

Main
Duplicate

Main
Duplicate

192-channel bi-directional 
MidasNET trunk link

Main
Duplicate

Routers

DSP units

I/O units (outs)

図 2: 典型的な XL8 ライブパフォーマンスシステムの FOH と MON のセットアップ
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ミックスマトリックス
最終的に、ミックスマトリックスは XL8 コントロールセンターの機能を定義します。おそらく、ミックスマトリックスを想像す
る最良の方法は、入力が垂直に実行され、バスが水平に実行されるアナログコンソールレイアウトを考えることです。ミッ
クスマトリックスは通常、バスの数とバスごとに同時にミックス可能な入力の数として定義されます。次の図は、コントロー
ルセンター内の機能を示しています。
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処理
コントロールセンターシステムは、外部処理のかなりの挿入を可能にしますが、これの必要性を排除するのに十分な内部
高品質処理も具体化します。

入力チャネル処理
96 個のフル機能入力チャンネルにはそれぞれ次のものがあ
ります。
• • アナログおよびデジタルゲイン。
• • 逆相スイッチ。
• • 入力遅延。
• • 2 つのフィルタースロープを選択できるスイープハイパス

フィルター。
• • 2 つのフィルタースロープを選択できるスイープローパス

フィルター。
• • 4 つの圧縮スタイルを選択できる周波数に配慮したコン

プレッサー。
• • 外部側鎖を備えた周波数を意識したノイズゲート。
• • ポイントを挿入します。
• • 4 つのフィルタータイプから選択できるトレブル EQ フィ

ルター。
• • パラメトリックハイミッド EQ フィルター。
• • パラメトリック lo-mid EQ フィルター。
• • 4 つのフィルタータイプから選択できるベース EQ フィル

ター。
• • レベルコントロールを介した 48 のミックスバスへのルー

ティング。
• • パンコントロールを介した左右のマスターバスへのルー

ティング。
• • モノマスターバスへのルーティング。

• • パンポット (SIS™)。
• • 直接出力。
16 個の補助入力のそれぞれには次のものがあります。
• • 入力ゲイン。
• • 内部 FX または外部プール入力からのソース。
• • フェーダー。
• • パンポット (SIS™)。
• • レベルコントロールを介した 16 のマトリックスバスへの

ルーティング。
• • パンコントロールを介して、左、右、モノラルマスターバ

スにルーティングします。

ミックスチャンネル処理
32 の補助ミックスバスにはそれぞれ次のものがあります。
• • サブグループ、補助、またはミックスマイナスモード。
• • デュアルモノラルまたはステレオペアモード。
• • 6 バンド PEQ。
• • オプションの 31 バンド GEQ (PEQ に代わるもの)。
• • ソフトクリップリミッターと 5 つの圧縮スタイルの選択を

備えた周波数を意識したコンプレッサー。
• • ポイントを挿入します。
• • レベルコントロールを介した 16 のマトリックスバスへの

ルーティング。

• • パンコントロールを介して、左、右、モノラルマスターバ
スにルーティングします。

• • 直接入力。
16 個のマトリックスバスのそれぞれには、次のものがあり
ます。
• • 6 バンド PEQ。
• • オプションの 31 バンド GEQ (PEQ に代わるもの)。
• • ソフトクリップリミッターと外部サイドチェーンを備えた 

5 モードの周波数を意識したコンプレッサー。
• • ポイントを挿入します。
• • 直接入力。

出力チャネル処理
16 個のマトリックスバスのそれぞれには、次のものがあり
ます。
• • 6 バンド PEQ。
• • オプションの 31 バンド GEQ (PEQ に代わるもの)。
• • ソフトクリップリミッターと外部サイドチェーンを備えた 

5 モードの周波数を意識したコンプレッサー。
• • ポイントを挿入します。
• • 直接入力。
3 つのマスター出力バスにはそれぞれ次のものがあります。
• • 6 バンド PEQ。
• • オプションの 31 バンド GEQ (PEQ に代わるもの)。
• • ソフトクリップリミッターと外部サイドチェーンを備えた 

5 モードの周波数を意識したコンプレッサー。
• • ポイントを挿入します。
• • 直接入力。

エフェクト処理と GEQ 
XL8 には、16 個のモノラル Klark Teknik (KT) GEQ と 16 個のエフェ
クトプロセッサーが標準で含まれています。
16 のエフェクトプロセッサーは、以下から自由に選択できま
す。
• • ディレイ。
• • KT DN780 リバーブ。
• • フランジャー。
• • フェーザー。
• • ステレオグラフィック EQ。
• • ピッチシフター。
• • スクエアワンダイナミクス。
• • 3 バンドコンプレッサー。

16 個のモノラル KT GEQ は、任意の出力にパッチを適用でき
ます。エフェクトプロセッサーには多くのパッチオプション
があります。
• • 任意のインサートセンド/リターンに割り当てます。
• • インまたはアウトの任意のプールに割り当てます。
• • FX 出力を Aux リターンに割り当てます。
• • FX インを Aux センド (フェード後) に割り当てます。
• • FX アウトをバスダイレクトインに割り当てます。
• • FX インをチャンネルダイレクトアウトに割り当てます。
すべての XL8 には、KT DN9331 Rapide 電動フェーダー GEQ コン
トローラーが付属しています。このユニットは、マウスや画
面ではなく、実際のハードウェアでグラフィックスをすばや
く調整します。グラフィックチャンネルは、コントロールセン
ターの SOLO ボタン (ソロ追跡システム (STS)) または Rapide 自
体のボタンのいずれかによって選択されます。

オーディオの物理的接続
標準の XL8 ライブパフォーマンスシステムのオーディオ接続
の総数、つまり XLR カウントは 504 です。これは、専用の XLR 
接続と構成可能な XLR 接続の両方で構成されます。
専用 XLR 接続は DL431 マイクスプリッター上にあり、以下で構
成されています。
• • 96 オフマイク/ライン入力。
• • 可変ゲインの 2 x 96 オフアナログマイクスプリット。
• • 96 オフトランス絶縁アナログ「ブロードキャスト」マイク

スプリット (固定ゲイン)。
構成可能な接続はすべて、5 つの DL451 I/O ユニット上にあ
り、FOH またはステージ上に自由に配置できます。ソケット
の 3 つのバンク (それぞれ 8 つの XLR) は、次の目的で使用で
きます。
• • 8 オフアナログマイク/ライン入力。
• • 8 オフアナログ出力。
• • モジュールごとに 8 つのデジタル入力と 8 つのデジタル

出力を提供する 8 オフ AES/EBU XLR。
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構成可能なオーディオ接続の使用
標準の XL8 ライブパフォーマンスシステムでは、アナログ I/O とデジタル I/O の組み合わせに応じて (DL451 I/O ユニットで) 構成
可能なオーディオチャンネル数の合計が 120 〜 240 になります (構成不可能な 96 マイク入力を除く)。DL431 マイクスプリッタ
ー)。
通常、割り当ては次のようになります。
• • 16 オフマイク/ライン補助入力 (標準で合計 112 のマイク入力を提供)。
• • 32 オフの Aux/グループバス出力。
• • 16 オフマトリックス (メイン) 出力。
• • 1 オフステレオメイン出力。
• • 1 オフモノメイン出力。
• • 2 オフステレオローカルモニター出力。
これにより、合計 71 のオーディオ接続が得られ、さらに 169 (すべてがデジタル) または 49 (すべてがアナログ) のオーディオ
接続が残ります。これらは、インサートセンド、インサートリターン、ダイレクト出力、バスダイレクトインプット、サイドチェ
ーン接続に使用できます。

5-off DSP 
units

Mic splitters I/O units

XL8 Control Centre

Cat6/optical  
‘snake’

2-off routers

5-off DSP 
units

192 
configurable 
I/Os at mix 

position

Cat 5e cabling

I/O units

I/O units

I/O unitsI/O units

2 x 24 analogue 
outputs to 

speaker system

2 x 24 analogue 
outputs 

(remote areas)

48-track 
hard disk 
recorder

12 x AES/EBU

図 3: XL8 の最大システム容量 (112 マイク入力)

1 つのタイプの接続の最大数は次のとおりです。
• • 96 オフ入力インサートセンド。
• • 96 オフの入力インサートが戻ります。
• • 96 オフ入力コンプレッサーの外部サイドチェーン接続。
• • 96 オフ入力ノイズゲート外部側鎖接続。
• • 96 オフ入力ダイレクト出力。
• • 51 オフミックスバスインサートセンド。
• • 51 オフミックスバスインサートが戻ります。
• • 51 オフミックスバス直接入力。
• • 1 オフトークマイク入力。
ただし、XL8 は、追加することにより、標準の接続よりもはる
かに多くの機能を持つことができます DL451 I/O ユニット。9 
つの AES50 接続 ¹(完全冗長) が利用可能であるため、潜在的
に、さらに 432 のオーディオ接続を実現できます (他のシス
テム制限が適用されます)。これにより、最大 XLR カウントは 
720 になります。図 3 は、追加の 9 つの DL451 I/O ユニットを含
むシステム構成を示していますが、冗長な複製ネットワーク
は示していません。
すべての接続は GUI を介して制御されます。

サラウンド機能
劇場と放送ではサラウンドの要件が異なり、どちらも XL8 で
対応しています。
従来のステレオおよび SIS™ パンは、次のようにチャンネルご
とに割り当てることができます (チャンネル 1 はステレオ、チ
ャンネル 2 は SIS™)。
• • マスターバスへのステレオ左右ルーティング。
• • マスターバスへの SIS™ 左右中心ルーティング。
3 つの追加のサラウンドモードは次のように動作します。
• • クワッド (左、右、LS および RS)。
• • サラウンド (左、右、中央、サラウンド)。
• • 5 .1 サラウンド (左、右、中央、サブウーファー、LS および 

RS)。

通信網
XL8 のデジタルオーディオネットワークは、イーサネット 
(EtherCon® コネクタおよび Cat 5e/Cat 6 ケーブル) の物理的接
続を利用しますが、データプロトコルを AES50 プロトコル 
(SuperMAC として実装) および HyperMAC 大容量システムに置
き換えます。これらは高品質により適しています。、低遅延
オーディオ配信。AES 標準を使用すると、この接続を利用す
るサードパーティのハードウェアと簡単にインターフェース
できます。

AES50 および HyperMAC 接続は、デジタルオーディオ、制御デ
ータ、および標準のイーサネットトラフィックを 1 本のケーブ
ルで双方向に伝送します。Cat 5e ケーブルは「ローカル」 (24 
チャネル) 接続に使用され、コントロールセンターとルータ
ー間の単一のデジタル「スネーク」² は Cat 5e/Cat 6 または光フ
ァイバーのいずれかです。単一のネットワークでのオーディ
オ、制御、クロック、およびサードパーティのイーサネットデ
ータの組み合わせは、ハードウェアが単一の RJ45 接続でイ
ンターフェイスすることを意味します。
1 . これらの予備の AES50 ポートを使用して、ハードディスクレ
コーダーなどの AES50 を装備したユニットを直接接続するこ
ともできます。
2 . デジタルスネークは、384 チャネルのアナログマルチコア
ケーブル (各方向に 192 チャネル) に相当します。
すべてのシステム接続は、完全な二重冗長性のために複製
されます。

障害に対する回復力 (冗長性)
XL8 ライブパフォーマンスシステムは、ハードウェアまたはソ
フトウェアの単一障害に耐性があります。これを実現するた
めに、システムは二重冗長性を採用しています。この場合、
主要コンポーネントには、障害が発生した場合に引き継ぐ
準備ができている同一の冗長スペアがあります。その他の
障害シナリオは、冗長コンポーネントがシステムの許容可
能な部分を形成する N +1 の原則によって管理されます。た
とえば、ラック内の DSP ユニットの 1 つは冗長スペアです (43 
ページの図 4 を参照)。
コントロールサーフェスは、オペレーターがオーディオの制
御を失うことなく、複数のハードウェア障害に耐えることが
できます。コントロールサーフェスハードウェアが機能して
いない場合でも、5 つの GUI 画面のいずれかを使用してコン
トロールセンター全体を操作できます。
システムには、接続不良 (エラー率が高い)、内部の温度や
電圧などを事前に警告する診断ツールが含まれています。
システムは、ハードウェア、ソフトウェア、または接続に障害
が発生した場合にオペレーターに即座に警告し、障害の場
所を示します。システムは、実行するアクションをオペレー
ターに尋ねますが、自動的に再構成することはありません。
これは、たとえば、バンドが曲の終わり近くにあり、オーデ
ィオがまだ問題ない場合、ミックスエンジニアがより適切な
タイミングで修正アクションを実行するためです。
44 ページの図 5 は、システムの半分すべてがダウンしている
場合 (グレー表示されている部分) でも、通常どおり機能す
ることを示しています。ただし、実際には、これが発生する
可能性はほとんどありません。
90 ページの図 6 は、ルーターに障害が発生したときに何が
起こるかを示しています。繰り返しになりますが、システム
は完全に正常に機能します。
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図 4: システムの相互接続 図 5: 50% の冗長性を示すシステム
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図 6: 冗長ルーターを備えたシステム
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制御ソフトウェア
XL8 のオペレーティングシステムは Linux であり、これはオー
プンソースで安定した実績のあるオペレーティングシステム 
(OS) です。Linux は、世界中の多くのミッションクリティカルな
アプリケーションで使用されており、Midas のソフトウェアエ
ンジニアは、「隠された」コードや未使用のコードを含まな
いゼロからのシステムを作成できます。これにより、効率的
でコンパクトなアプリケーションが実現しました。このアプ
リケーションは、操作が速く、起動が速く、デバッグが比較
的簡単です。
マスター制御ソフトウェアの 2 つのコピーが別々のプロセッ
サーで実行され、障害に対する回復力を提供します。

GUI
XL8 には、概要と詳細なステータス表示を提供する 5 つの昼
光で表示可能な TFT スクリーンがあります。どの画面でも任
意の情報を表示できますが、標準構成では、画面情報はモ
ジュールの場所に関連しています。そのため、入力モジュー
ル画面にはモジュールの入力ステータスが表示され、ミック
スモジュール画面には概要ステータス画面 (「すべてのメー
ター」) が表示され、出力モジュール画面表示はオートメー
ション、エフェクト、GEQ などの一般的な用途に使用されま
す。、サードパーティの画面など。これは、現在のアプリケー
ション (コンサートはおそらく劇場とは異なる) とオペレータ
ーの好みによって異なります。
画面は、モジュールの前面にあるナビゲーションゾーンを介
して制御されます。出力モジュールのプライマリナビゲー
ションゾーンでは、2 つのトラックボールが出力モジュール (
右のトラックボール) とミックスモジュール (左のトラックボ
ール) を制御します。各入力モジュールに相当するものは、
専用のグライドパッドです。キーボードが出力モジュールの
下からスライドして出て、テキストの挿入などのさらなる制
御を提供します。コントロールセンターの前面 (左右のモジ
ュールの下) にある USB キーボード入力ソケットを使用す
ると、出力モジュール画面に障害が発生した場合に、外部
キーボードを介して入力画面とミックス画面を制御できま
す。

コンソールリンク
Heritage コンソールの場合と同様に、2 つの XL8 コントロール
センターをリンクできます。一方のコントロールセンターか
らのバス出力は、もう一方のバス入力に給電します。これ
は、AES50 リンクを使用して行われます。

サードパーティソフトウェアの統合
XL8 ネットワークには、AES/EBU または AES50 デジタルオーデ
ィオ、または標準のアナログオーディオインターフェイスを
使用するサードパーティのハードウェアをインターフェイス
する機能が含まれています。

各 XL8 AES/EBU 入力および出力には、サンプルレートコンバー
ターがあります。外部 AES3 インターフェースへの同期は次の
ようになります。
• • グローバル - ルーターの入力を介して。
• • 各入力に対してローカル。
• • 各出力に対してローカル (隣接するローカル出力への同

期)。
複数のローカル接続は、異なるサンプルレートで行うこと
ができます。
デジタルオーディオの送信に AES50 プロトコルを使用すると
いうことは、この接続を備えたサードパーティのデジタルオ
ーディオハードウェアを Midas ネットワークに接続でき、追
加のインターフェイスやコンバーター (提供) なしで Midas ハ
ードウェアとの間でオーディオを転送できることを意味しま
す。TDM 96 kHz モードで動作します)。これは、プロトコルが
録音および再生デバイス、スピーカーコントローラー、オー
ディオネットワークシステム、デジタルアンプなどで受け入
れられるため、特に役立ちます。
PC または MAC コンピューターは、MidasNET システムのイーサ
ネットトンネルを使用でき、ネットワーク上の他のコンピュ
ーターと通信できます。
XL8 コントロールセンターは、出力モジュール画面に 4 ウェ
イ KVM スイッチを備え、5 つの画面のそれぞれに外部ビデ
オの IN と OUT を備えています。コントロールセンターのビュ
ーは外部モニターにルーティングでき、外部ビデオソース
はコントロールセンターの画面に表示できます。
KVM スイッチは、コントロールセンターの画面、トラックボー
ル、キーボードから 3 台の外部コンピューターの制御を容
易にします。これは非常に重要であり、片側に配置された画
面を見るために頭を動かすことなく、XL8 内からサードパー
ティのシステムを制御できることを意味します。また、複数
のキーボードやマウスを置く場所を探す必要がないことも
意味します。例は次のとおりです。
• • ProTools。XL8 の真ん中に！ ProTools と XL8 オーディオをデ

ジタルでリンクし、ProTools プラグインを XL8 へのインサー
トとして使用してください！

• • Netmax (最初は AES/EBU オーディオリンク、48 kHz I/O モジュ
ールが XL8 で利用可能な場合は Cobranet)。

• • IRIS (たとえば、RL アンプの場合)。
• • KT エルガー (FOH からステージへのイーサネットトンネル

経由)。
• • ワイヤレスマイクコントローラー。
• • あなたのメールアドレス。
• • DVD 映画。
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この章では、XL8 ライブパフォーマンスシステムをデフォル
ト構成に設定する方法について説明します。
注意: デフォルト以外の構成を使用して XL8 Live Performance 
System をセットアップする場合は、詳細について Midas テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

初期設定手順
システムの初期設定は、基本的に次のもので構成されま
す。
• • 機器の開梱と確認 – 以下の「機器の開梱」を参照してく

ださい。
• • ラックを構成する – 以下の「ラックの構成」を参照して

ください。
• • 機器の接続 – 51 ページの「配線手順」および 54 ページの

「XL8 システムの相互接続」を参照してください。
• • 機器への電力供給 – 57 ページの「XL8 システムへの電力

供給」を参照してください。
• • 初期パッチ:

• • ヘビの種類を設定する – 30 ページの「スネークタイ
プを使用した XL8 の構成」を参照してください。シス
テムに接続されている正しいタイプのスネークを使
用して XL8 を構成することが重要です。

• • I/O ラックデバイスのセットアップ – 29 ページの「デ
バイスの構成」を参照してください。

• • DL4n1 ユニットの構成 – 59 ページの「DL4n1 ユニットの ID 
の設定」を参照してください。

機器の開梱
機器を慎重に開梱した後、34 ページの「システムコンポーネ
ント (標準供給)」に示されている梱包リストと照合してくだ
さい。
後で機器を輸送する必要がある場合に役立つので、すべて
の梱包材を保存してください。
輸送中に損傷の兆候がないか、機器を注意深く検査してく
ださい。梱包前に厳格な品質管理検査とテストを受けてお
り、工場出荷時は完璧な状態でした。ただし、機器に損傷
の兆候が見られる場合は、遅滞なく運送会社に通知してく
ださい。荷受人であるあなただけが、輸送中の損傷につい
て運送業者に対して請求を行うことができます。

ラックを構成する
XL8 ライブパフォーマンスシステムを開梱し、すべてが揃って
いることを確認したら、ラックを構成します。デフォルトのセ
ットアップでは、3 ステージラックユニットと 1 つの FOH ラッ
クユニットがあり、54 ページの「XL8 システムの相互接続」に
示すようにセットアップする必要があります。
ラックユニットのセットアップはかなり簡単ですが、次のサ
ブセクションで概説するように、事前に対処する必要のある
注意深い考慮事項があります。

船外機器ラック
DL4n1 ユニットや DN9696 レコーダーなどの外部機器の正しい
設置と機能を確保するには、ラックが次の一般的な要件を
満たしている必要があります。
• • ショックマウント (非設置環境用): ラックは、適切に設

計された衝撃保護方法を組み込むことによって、収容す
るユニットの適切な衝撃保護を提供する必要がありま
す。たとえば、フォーム吊りラックや防振マウントに吊り
下げられたフレームなどです。

• • 換気: XL8 ラックユニットは、内部の換気気流がユニット
の前面から引き込まれ、背面から排出されるように設計
されています。これを容易にするために、ラックの設計
では、冷気がラック内を同じ方向に自由に流れるように
する必要があります。つまり、ラックの前面から流入し、
後方から流出します。空気が XL8 ユニットの周囲および 
XL8 ユニットを循環方向に流れる状況は防止する必要が
あります。Midas は、前面ドアと背面ドアが完全に開いて
いるラックを使用することをお勧めします。
注意: XL8 ユニット以外の換気空気の流れ方向用に設計
されたユニットを同じラックに組み合わせないでくださ
い。これを回避するために、XL8 以外のユニットは別々に
収納することをお勧めします。

• • ラックマウントのサポート: XL8 ユニットの背面は、常に
背面ラックマウントサポートブラケットを介してラックに
固定してください。これらのブラケットはすべての XL8 ユ
ニットに取り付けられており、ツーリングアプリケーショ
ンでの使用をお勧めします。ラックマウントサポートの
固定穴の中心は、フロントパネルから約 395 mm の深さに
あります (この寸法は DN9696 ではわずかに異なる場合が
あります)。

• • ラックケースのハンドル: ラックを簡単かつ安全に操作
できるように、また作業に適した人員で、ラックケーシン
グに十分な外部ハンドルが取り付けられていることを確
認する必要があります。また、これらのハンドルは目的
に適合している必要があります。

• • DSP ラックのみ: Midas は、DSP とルーターを単一のラッ
ク、つまりステージラック 2 に収容することを強くお勧め
します (51 ページの「ステージラック 2」を参照)。このラ
ックは、高さ 16U (最小) のラックにすることも、8U のダブ
ルラックとして構成することもできます。

• • ユニット後部のクリアランス: ユニットの背面に十分な
クリアランスを確保するために、ラックの奥行き、つまり
前面のラックストリップからラックの背面までの距離を 
700 mm 以上にすることをお勧めします。これは、DSP リン
クケーブルが最小曲げ半径を達成できるようにするため
の十分な空き領域を提供するためです。

• • ケーブルの固定: ユニットの背面にあるケーブルは、レ
ーシングバーとケーブルタイを使用して整理することを
お勧めします。これにより、他のケーブルの接続、ユニッ
トのオン/オフの切り替えなどのためにユニットの背面に
最適にアクセスできるようになり、通信ステータス、リン
クステータス、オーディオの状態などを判断するために

ユニットの LED が最大限に見えるようになります。右) こ
れを行う方法の良い例を示しています。ケーブル接続の
詳細については、51 ページの「ステージラック 2」を参照
してください。

ステージラック 2
「DL461/DL471 エンジンラック」とも呼ばれるステージラック 
2 には、2 台のルーターと 10 台の DSP ユニットが含まれてい
ます。
重要: 
一般に、各ラック内のハードウェアユニットの物理的な場
所は重要ではなく、さまざまなパッケージ設定に合わせ
て別の構成を使用できます。ただし、ベストプラクティス
は、DL471 ユニットを番号順に取り付けることです。これに
より、迅速な識別と障害の検出に役立ちます。
DL471 ユニット ID 番号は、各デバイスの上部カバーのステッ
カーとカートンに記載されています。これらは、ビルドアッ
プの前に注意して、示されているように番号順に接続する
必要があります。最初に設定すると、ID 番号が DL471 画面の
一番上の行に表示され、役割番号が一番下の行に表示され
ることに注意してください。役割番号は動的であるため、シ
ステムの運用中に変更される可能性があります。

配線手順
このセクションでは、XL8 固有の機器のシステムケーブル接
続の詳細を示します。推奨される順序で配置されています
が、この順序は重要ではありません。
接続するときは、54 ページの「XL8 システムの相互接続」の
接続と一致していることを確認してください。詳細について
は、56 ページの「ケーブルの種類と機能」を参照してくださ
い。
>> 両方のルーターを接続するには
重要: 
この接続システムがないと、スネークの冗長性が損なわれ
ます。

各ルーターの背面パネルにある制御拡張セクションのイー
サネットソケットを介してルーターを接続します (253 ページ
の「システム相互接続パネル」を参照)。
>> XL8 をルーターに接続するには
XL8 コントロールセンターの背面にある X スネークソケット
から X ルーターの適切なスネークソケットに「スネーク」 (
光または銅線) を接続します。XL8 コントロールセンターの Y 
ソケットを使用して、Y ルーターについて繰り返します。
>> ルーターを DSP に接続するには (ステージラック 2)

• • X ルーターの AES50 オーディオバンク 0 で、10 個のソケッ
トを DSP ユニットの AES50 オーディオ X ソケットに接続し
ます。同等の Y ソケットを使用して、Y ルーターについて
繰り返します。

• • X ルーターのイーサネット制御バンクで、10 個のソケット
を DSP ユニットのイーサネット制御 X ソケットに接続し
ます。同等の Y ソケットを使用して、Y ルーターについて
繰り返します。

>> ルーターをステージラック 1 ユニットに接続するには
• • マイクスプリッター: AES50 オーディオの場合 - バンク 1 

X ルーターで、ソケット 1 と 2 を AES50 オーディオ (マイク
スプリッターの A X ソケット) に接続します。マイクスプリ
ッターの Y ソケットを使用して、Y ルーターについて繰り
返します。

• • ライン I/O ユニット: X ルーターの AES50 オーディオバン
ク 1 で、ソケット 5 と 6 をライン I/O ユニットの AES50 オ
ーディオ X ソケットに接続します。ライン I/O ユニットの
同等の Y ソケットを使用して、Y ルーターについて繰り返
します。

>> ルーターをステージラック 3 ユニットに接続するには
• • マイクスプリッター: AES50 オーディオ (X ルーターのバン

ク 1) で、ソケット 3 と 4 をマイクスプリッターの AES50 オ
ーディオ (A X ソケット) に接続します。マイクスプリッタ
ーの Y ソケットを使用して、Y ルーターについて繰り返し
ます。

• • ライン I/O ユニット: AES50 オーディオ - X ルーターのバン
ク 1 で、ソケット 6 をライン I/O ユニットの AES50 オーデ
ィオ X ソケット。ライン I/O ユニットの同等の Y ソケット
を使用して、Y ルーターについて繰り返します。

>> XL8 をライン I/O ユニット (FOH ラック) に接続するには
XL8 コントロールセンターの背面にある AES50 オーディオ X 
ソケットを、FOH ラックの両方のライン I/O ユニットにある 
AES50 オーディオ X ソケットに接続します。Y ソケットについ
ても繰り返します。
>> XL8 を Rapide に接続するには
Rapide ユニットの背面にある 8 つの Ethernet (EtherCon® XLR) ソ
ケットの 1 つを、XL8 コントロールセンターの背面にあるア
クティブネットワーク (X または Y) のイーサネットコントロー
ル 1 ソケットに接続します (の「XL8 システムの相互接続」を
参照)。54 ページ)。
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>> DSP ユニットをデイジーチェーン接続するには
重要な注意点: 
DSP が機能しないため、ケーブルを同じ番号のソケット、つまり「0」から「0」または「1」から「1」に接続しないでくださ
い。ソケット番号は、各ソケットの右側に印刷されています。
提供される相互接続 DSP ケーブルの長さに応じて、0 .25 m ケーブルまたは 0 .5 m ケーブルの 2 つのデフォルト構成を使用でき
ます。どちらのオプションにも、上部ユニットと下部ユニットを接続するための長いケーブルが含まれ、0 .25 m オプションに
は、ユニット AMU2 と AMU9 を接続するための追加の長いケーブルがあります。

ケーブルの長さ (cm) は、部品番号 (ケーブルに貼付されているラベルに印刷されている) に含まれている 3 桁の数字から
判断できます。たとえば、「14150-EZBB-050-0LC 060425TD」の部品番号では、「-050-」は 50 cm の長さを示します。

システムに付属のケーブルに従って、次の図に示すように DSP を相互に接続します。(図では、ケーブルは色分けされており、
ソケットには区別しやすいように番号が付けられています。)
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図 7: ステージラック 2 - DSP 配線オプション
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付録 F: XL8 システムのセットアップ
XL8 システムの相互接続
この図は、一般的な FOH XL8 システムのネットワーク相互接続を示しています。
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2

5

1

2

5

12345678

12345678

A

A

B

Rear of FOH XL8 Control Centre

Stage rack 1

Note: All connections 
are dual redundant, so 
the system can operate 
quite normally using 
either the X or Y cables.
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5 4 3 2 1
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C
C
C
C
C
C
C
C
C

D
Y

Router/router 
inter-connection

RAPIDE

Connect to both X and 
Y networks

66

B

 ID: 1
 Inputs: 1 - 24
 IP: 192.168.32.1

 ID: 2
 Inputs: 25 - 48
 IP: 192.168.32.2

 ID: 3
 Config: O/O/D
 IP: 192.168.36.3

 ID: 4
 Config: O/O/D
 IP: 192.168.36.4

AMU 2

AMU 3

AMU 4

AMU 5

AMU 6

AMU 7

AMU 8

AMU 9

AMU 10

 IP: 192.168.128.10

ID and IP numbers of the above DSPs run sequentially 
between AMU 1 and AMU 10:
ID: AMU 1 = 11 through to AMU 10 = 20, inclusive.
IP: AMU 1 = 192.168.20.11 through to AMU 10 = 
192.168.20.20, inclusive.

5 4 3 2 1

6 7 8 9 10

5 4 3 2 1

6 7 8 9 10

5 4 3 2 1

6 7 8 9 10

D

Stage rack 2

X
 IP: 192.168.128.9

2211C AMU 1

22

2 2

11

1

1

X router’s AES50 audio - bank 1 connectors to 
AES50 audio - A X connector on mic splitters and 
AES50 audio X connector on line I/O boxes

Control centre AES50 audio Y connectors to FOH 
rack line I/O unit AES50 audio Y connectors

33

44

77

A

A

B

1

1

1

1

1

1

1

1

Stage rack 3

Control centre AES50 audio X connectors to FOH 
rack line I/O unit AES50 audio X connectors

Control centre snake/optical X and Y 
connectors to appropriate X or Y router’s 
snake/optical connector

Control centre snake/CAT6e X and Y 
connectors to appropriate X or Y router’s 
snake/CAT6e connector

X router’s AES50 audio - bank 0 connectors 
to AES50 audio X connector on DSP units

Y router’s AES50 audio - bank 0 connectors to 
AES50 audio Y connector on DSP units

X router’s Ethernet control connectors to 
Ethernet control X connectors on DSP units

Y router’s Ethernet control connectors to 
Ethernet control Y connectors on DSP units

Y router’s AES50 audio - bank 1 connectors to 
AES50 audio - A Y connector on mic splitters and 
AES50 audio Y connector on line I/O boxes

A Mic splitter

B Line I/O box

Link DSP backbone; see “To daisy chain the DSP 
units” on page 52

C DSP unit

D Router (X and Y)

Key

Note: For connections specific to the 19” rack units, 
please refer to their respective operator manuals

Router interconnection across Ethernet connectors 
(control expansion port).  System snake 
redundancy will be compromised without it!

22

11

B

B

FOH rack

Caution!
Don’t forget the 
interconnection 
between the two 

routers, as system snake 
redundancy will be 
compromised without it.

RAPIDE “ETHERNET” connector to Ethernet 
control 1 connector on the control centre

 ID: 3
 Inputs: 49 - 72
 IP: 192.168.32.3

 ID: 4
 Inputs: 73 - 92
 IP: 192.168.32.4

 ID: 5
 Config: O/O/D
 IP: 192.168.36.5

 ID: 1
 Config: I/O/D
 IP: 192.168.36.1

 ID: 2
Config: I/O/D
 IP: 192.168.36.2

ID = identification number
IP = internet protocol (that is, network address)
Config = configuration
I/O/D = input/output/digital
O/O/D = output/output/digital
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付録 F: XL8 システムのセットアップ
ケーブルの種類と機能
次の表に、XL8 システムの相互接続ケーブルのタイプ、終端、および機能を示します。54 ページのネットワーク相互接続図と
併せて表をお読みください。

鍵 ケーブル から に 説明

Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

X Router (Ethernet 
connector in 
expansion port)

Y Router (Ethernet 
connector in 
expansion port)

デジタル「スネーク」の冗長性情報を伝
達します。

Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

RAPIDE (ETHERNET 
n connector)

Control centre 
(Ethernet control 
1 connector)

フェーダーの位置に関する情報を伝達
します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

Control centre 
(AES50 audio X 
connector)

I/O unit (AES50 
audio X connector)

96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

Control centre 
(AES50 audio Y 
connector)

I/O unit (AES50 
audio Y connector)

96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1

Optical 
‘snake’ with 
Neutrik 
OpticalCon® 
connectors

Control centre X/Y Router 192 チャンネルの 96 KHz オーディオと 
200 Mbs の制御データの双方向の組み
合わせを伝送します。

1

Cat 6e 
‘snake’ with 
EtherCon® 
XLRs

Control centre Router 192 チャンネルの 96 KHz オーディオと 
200 Mbs の制御データの双方向の組み
合わせを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

X Router (AES50 
audio bank 1)

DSP (X) 96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

Y Router (AES50 
audio bank 1)

DSP (X) 96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

X Router (Ethernet 
control X)

DSP (X) 標準の 100 bs ファストイーサネットデー
タを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

Y Router (Ethernet 
control X)

DSP (Y) 標準の 100 bs ファストイーサネットデー
タを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

Y Router (AES50 
audio bank 0)

Mic splitter (Y) 96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1
Cat 5e with 
EtherCon® 
XLRs

X Router (AES50 
audio bank 0)

Mic splitter (X) 96 kHz オーディオの 24 チャンネルと 5 
Mbs の制御データの双方向の組み合わ
せを伝送します。

1
3M cable 
with 50-way 
connectors

DSP (link 0) DSP (link 0) 独自のデータ形式を実行します DSP ユ
ニットをに接続する DSP ループを形成
します。

XL8 システムへの電力供給
以下に、XL8 システムの推奨される電源投入および電源切断手順の詳細を示します。
>> XL8 システムの電源を入れるには
重要な注意点: 
XL8 システムの起動が完了するまで、スピーカーサブシステムの電源を入れないでください。
すべての XL8 システムの相互接続が完了したら (第 30 章「パネル接続」を参照)、XL8 システムを起動します。
1 . XL8 システム機器、つまり XL8 コントロールセンター、スピーカーサブシステム、DL431 マイクスプリッター、DL451 モジュラ

ーライン I/O ユニット、DL461 ルーター、DL471 DSP ユニットがすべてオフになっていることを確認します。
2 . XL8 コントロールセンターの電源を入れます (58 ページの「XL8 コントロールセンターの電源を入れるには」を参照)。
3 . XL8 コントロールセンターで、すべてのモニターとマスターチャンネルのフェーダーを最小位置に移動し、すべてのマスタ

ーチャンネルをミュートします。マスターチャンネルは、ミックスおよび出力ファストゾーンにあります (7 ページの「XL8 コ
ントロールサーフェス」を参照)。

4 . DL431 マイクスプリッターをオンにします。
5 . DL451 モジュラー I/O ユニットのスイッチをオンにします。
6 . DL471 DSP ユニットの電源を入れます。
7 . DL461 ルーターの電源を入れます。
8 . ステータス LED (XL8 コントロールセンターの各 GUI 画面の上部) が緑色に変わったら、スピーカーサブシステムの電源を

入れます。
9 . オーディオソースをオンにして、オーディオの再生を開始します。
10 . XL8 コントロールセンターで、オーディオ入力がマスターチャンネルにルーティングされていることを確認します。次に、

スピーカーからサウンドレベルを聞きながら、マスターチャンネルのミュートを解除し、フェーダーを徐々に増やしま
す。

フェーダーが最大のときにスピーカーからまったく音が出ない場合は、フェーダーを 0 dB レベル未満に移動し、入力パスの
どこかでオーディオがミュートされているかどうかを確認し、個々のスピーカーがオンになっていることも確認します。それ
でもスピーカーから音が出ない場合は、Midas テクニカルサポートにお問い合わせください。
>> XL8 システムの電源を切るには
重要な注意点: 
 XL8 システムコンポーネントのいずれかをオフにする前に、スピーカーからのオーディオをミュートし、スピーカーサブシ
ステムのスイッチをオフにしてください。
1 . スピーカーからの音声をミュートし、スピーカーサブシステムの電源を切ります。
2 . DL431 マイクスプリッターをオフにします。
3 . DL451 モジュラー I/O ユニットのスイッチをオフにします。
4 . DL471 DSP ユニットの電源を切ります。
5 . DL461 ルーターの電源を切ります。
6 . XL8 コントロールセンターの電源を切ります (59 ページの「XL8 コントロールセンターの電源を切るには」を参照)。
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付録 F: XL8 システムのセットアップ
XL8 コントロールセンターのオン/オフの切り替え
XL8 コントロールセンターのオン/オフを安全に切り替えるには、次の手順を実行し、すべての警告と注意を守ってくださ
い。
>> XL8 コントロールセンターをオンにするには

警告！ 
主電源と主電源スイッチがオンになっている状態で、PowerCon® コネクタを制御センターの背面に挿入したり
取り外したりしないでください。最初に、すべてのメインベイスイッチがオフになっていて、メインが電源コンセ

ントでオフになっていることを確認する必要があります。
あぶない！ 
電源を入れる前に、すべてのモニタースピーカーのパワーアンプがオフになっているか、ミュートされているこ
とを確認してください。

オーディオケーブルを接続した後、次の手順を実行します。

1Mains 
outlet

Mains 
plug

x5

3

Rear of XL8 Control Centre

x22

PowerCon® 
connector

PowerCon® 
socket

1 . 2 つのコントロールセンターの主電源 PowerCon® ケーブルを主電源コンセントに差し込みます。
2 . 2 つのメイン PowerCon® コネクタをコントロールセンターの背面にある PowerCon® ソケットに挿入し、警告を確認します。

上記。次に、PowerCon® コネクタを時計回りに約 90° (¼ 回転) ねじって、それぞれをロックします。所定の位置にロックさ
れると、カチッという音が聞こえるはずです。両方の PowerCon® コネクタがしっかりと取り付けられていることを確認し
ます。

3 . 注意を守ってください！上記では、5 つのベイメインオン/オフスイッチすべてを次々にオンにします。2 つ以上のスイッチ
を同時にオンにしないことが重要です。

4 . コントロールセンターの電源が入ります。GUI はデフォルトの画面を表示し、すべてのコントロールはデフォルトに設定さ
れます。これで、XL8 コントロールセンターの使用を開始する準備が整いました。

>> XL8 コントロールセンターをオフにするには
1 . 必要なショー、シーン、または設定がすべて保存されていることを確認してください (56 ページの「ショーファイルを USB 

メモリスティックに保存する」を参照)。
2 . GUI で、homePreferencesShutdown System を選択します。
3 . シャットダウン全体のシステムで? プロンプトが表示されたら、[ok] をクリックします。これにより、シャットダウンシー

ケンスが開始されます。
シャットダウンシーケンス中、GUI 画面がシャットダウンし、コントロールサーフェスのすべての LCD 選択ボタンが赤に変
わります。シャットダウンステータスを通知するために、入力ベイと VCA/POP グループセクションの LCD 選択ボタンにも、
それぞれ個別のテキストメッセージと連続したテキストメッセージが表示されます。
シャットダウンシーケンスが終了すると、コントロールサーフェスの LCD 選択ボタンが緑色に変わり、それに応じて適切
なボタンにもテキストメッセージが表示されます。
重要: 
シャットダウンシーケンス中、コントロールサーフェスの LCD 選択ボタンが赤の場合は主電源をオフにしないでくださ
い。緑の場合は主電源をオフにしても問題ありません。

4 . シャットダウンシーケンスが終了したことを確認してから、5 つのベイメインオン/オフアイソレータスイッチ (コントロー
ルセンターの背面) を一度に 1 つずつオフにします。

5 . XL8 コントロールセンターの背面にある PowerCon® ソケットから 2 つのメイン PowerCon® コネクタを外します。ロックを解
除するには、反時計回りに約 90° (1/4 回転) ひねります。

DL4n1 ユニットの ID を設定する
XL8 ネットワークシステムを接続した後、DL431 マイクスプリッター、DL451 モジュラー I/O、および DL471 DSP ユニットの ID を設
定する必要があります (必要な ID がまだない場合)。これは、ユニットのコントロールパネルを介して行われます。
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その他の重要な情報

1 . ヒューズの格納部 / 電圧の選択:  
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものが
あります。正しくない値のヒューズは、
絶対に適切な値のヒューズに交換されて
いる必要がありま す。

2 . 故障: Music Tribe ディーラーがお客様
のお近くにないときは、musictribe .com の 
“Support” 内に列記されている、お客様の国
の Music Tribe ディストリビューターにコン
タクトすることができます。お 客様の国
がリストにない場合は、同じ musictribe .com 
の “Support” 内にある “Online Support” でお客
様の問題が処理できないか、チェックし
てみてください。あるいは、商品を返送
する前に、musictribe .com で、オンラインの
保証請求を要請してください。

3 . 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報




